
 

 

平成２９年度生坂村固定資産評価審査委員会要旨 

 

 

 

１．日時及び場所   平成３０年３月２８日（水） 午後４時３０分から 

 

            生坂村役場 第１会議室 

 

２．出席者（７名）  平林郁雄（固定資産評価審査委員）、矢口久雄（固定資産評

価審査委員）、赤羽勲夫（固定資産評価審査委員） 

藤澤泰彦（村長）、藤澤正司（住民課長）、 

坂爪浩之（住民課税務係長）、小山淳也（住民課税務係主事） 

 

３．委員長互選    矢口久雄委員を委員長に選出 

 

４．協議事項 

 

  説明の前に、地方税法第４３２条に規定される固定資産課税台帳に登録された価

格に関する審査の申出は無かったことを報告。 

 

  ①村税収納状況について 

   説明内容 

   ・税目ごとの調定額、収入額、収納率について説明。 

 

   意見質問 

   Ｑ. 税収が増えそうな村税はあるか？ 

   Ａ. 例えば、たばこ税は平成１３年には６００万円ほどの収入があった。５年

後には約４００万円。吸う人が減っているので増収は難しいのではないか。 

     （２９年度は１，７６５千円） 

 

  ②固定資産提示平均価額・基準宅地について 

   説明内容 

   ・提示平均価額の資料を基に、平成２９年中の地目別変動内容と家屋の新増築

状況について説明を行った。また、平成３０年度は３年に１回の評価替えの

年であるため、標準宅地全１７地点の価格の変動について説明した。 

 

   意見質問 

   Ｑ. 空き家は村内に何軒あるのか？ 

   Ａ. ２年前の調査では約１７０件ほどの空き家がある。現在は若干増えている

可能性がある。 

 

   Ｑ. 遊休農地への課税強化は実施しているか？ 

   Ａ. 該当する農地について農業委員会から税務部局への情報提供をすること

となっているが、現在、そのような情報提供は無いので実施していない。 

 

 



   Ｑ. では、荒廃農地は無いという解釈でよいか？ 

   Ａ. 無いとは言えない。農業委員会から所有者に対して指導を行っているが、

実際に１．８倍の課税をするのは難しいと考えている。 

 

   Ｑ. 家屋の評価額が０になることはあるか？ 

   Ａ. 経年減点補正率が０．２までしか下がらないので、０になることはない。 

 

  ③平成３０年度固定資産課税台帳の縦覧期間について 

   説明内容 

   ・縦覧制度について説明し、今年度の縦覧期間を事務局から提案した。 

    

意見質問 

     

意見・質問なし 

 

   決定事項 

   ・縦覧期間は平成３０年４月２日から平成３０年５月３１日までとする。 

 

  ④その他 

 

    特になし 


